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試合時間の規定を以下の通りとする。

〇

〇〇

〇着用義務（各自用意）

マスト＝マストシステム、必ず赤白どちらかに判定が上がります。

防具の規定を以下の通りとする。
試合直前、試合中に着用義務の防具を着用していない場合や不備が見つかった場合、減点の対象となる場合が
ありますのでご注意ください。

試合時間の規定を以下の通りとする。
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本選 延長 再延長

再延長

・一般 男子 2分 2分
(体重判定※1)

2分
(マスト)

2分
(マスト)

本選 延長 再延長
2分
(マスト)2分3分

試合規約 試合規約

I . K . O .

大会規約／試合規則・I.K.O. 極真ルール 大会規約／試合規則・I.K.O. 極真ルール 

2 0 2 3 年 1 1 月現在

【審判基準】 
審判員および審議委員は同等の権限をもって競技の審
査に当たるが、競技に関する最終決定はすべて審判長
の裁可による。組手時間の規定時間は 1 試合につき 3
分（予選は 2 分）、延長戦は 2 分とする。ただし、必
要と認めた場合は審判長の裁量により、あらためて時
間を設定することもありうる。 大会進行は極力予定ス
ケジュールに沿わせるが、やむをえない事態が起きた
場合は、審判長・副審判長が協議の上、審判長が変
更を指示することができる。審判長は大会進行に関し、
大会審議委員会の意見を求めることができる。 
【組手と勝敗】
1．組手は原則として 1試合 3 分間（予選は 2 分）と
する。延長戦は同じく2 分間とする。 
2．組手の勝者は、①一本勝ち、②技有り 2 本による合
わせ一本勝ち、③判定勝ち、④相手選手の反則負け、
失格、棄権による勝ち、により決定される。
【一本勝ち】
3．反則箇所を除く部分へ、突き・蹴り・肘打ち等を
瞬間的に決め、ダメージを受けた相手選手を 3 秒以上
ダウンさせるか、戦意を喪失させたときは一本勝ちと
する。 
【技有り】 
4．反則箇所を除く部分へ、突き・蹴り・肘打ち等を
決め、ダメージを受けた相手選手が一時的にダウンも
しくは戦意を喪失し、3 秒以内に立ち上がったとき、
または、倒れはしないがダメージのためバランスを崩
したときは技有りとする。
5．クリーンヒットと残心：上段への蹴り（上段廻し蹴
り、上段前蹴り、上段後ろ蹴り、上段後ろ廻し蹴り、
上段膝蹴りなど）がクリーンヒットし、転倒やバランス
を崩さなくとも、間合いを制しタイミング良く気合いが
伴う突きをして明確な残心を示せば技有りとする。 
6．中段への蹴り（中段前蹴り、中段後ろ蹴りなど）
がクリーンヒットし、相手を瞬時に転倒させ、即座に
胴体への当て止め、もしくは顔面に寸止めの気合いが
伴う下段突きが決まれば技有りとする。
7．自分の技（足掛け・足払い、相手の技にカウンター
の下段蹴りなど）によって、相手を瞬時に転倒させ、
即座に胴体への当て止め、もしくは顔面に寸止めの気
合いが伴う下段突きが決まれば技有りとする。 

8．相手の捨身技（胴廻し回転蹴りなど）をかわして、
即座に胴体への当て止め、もしくは顔面に寸止めの気
合いが伴う下段突きが決まれば技有りとする。 
9．転倒した選手が、倒れた瞬間に防御及び反撃の為
に即座に攻撃（下からの蹴り上げ、廻し蹴りなど）を
することは認められ、第 3 条また第 4 条の基準で技
有りや一本勝ちも認められる。 
10．相手の有効技により負傷し、審判長の判断で治
療が必要となった場合、相手選手に技有りが与えられ
た上で試合続行となる。 
11．技有りは、2 つで一本勝ちとする。※転倒：攻防
の中で相手の技によって瞬時に体を奪われ、お尻・背
中が床についた場合。または足の裏以外の部位が床に
着き、死に体（しにたい）となり直ちに攻防が続けら
れない状態になった場合。 ※当て止め：ライトコンタ
クトによる明確な突き。ダメージを与えるフルコンタク
トは反則。 ※蹴りのクリーンヒット：ダメージのある技
有り（第 4 条）にまでは至らしめないが、ある程度の
威力・インパクトを伴う蹴り。
【判定】 
12．一本勝ちで決まらない場合は判定で決定する。
13．判定は主審 1 名、副審 4 名のうち、3 名以上の
支持を有効とする。 
14. 判定基準は両選手の試合の流れを把握し、以下の
基準を元に判定を下す。 ①ダメージ：どちらがより相
手にダメージを与えたか。 ②有効打・防御技術：どち
らがより有効な技を相手に当てたか。どちらが防御技
術を用いて相手の攻撃を防ぎ、自分の攻撃に結びつけ
ていたか。ダメージが無いとしても相手の技に反応せ
ず不用意に受けるのは、試合判定のマイナス要因とな
る。 ③積極性・試合態度：どちらが正確な技で積極的
に攻め主導権を握っていたか。どちらが武道精神に則
り相手を尊重して正々堂々とした試合態度であったか。 
15．減点1を与えられた選手が「技有り」を取った場合、
判定に於いて「減点 1」と「技有り」は相殺され、そ
れ以外の内容で判定される。 減点 1＝技有り 
16．相手選手の反則負け、失格、棄権による勝ち。
【延長戦】 
17．判定で主審 1 名、副審 4 名のうち、3 名以上の
支持がない場合は、引き分けとし、延長戦を行う。 

【体重・試割判定】

18. 延長戦を2回繰り返しても判定がつかない場合は、

体重差と試割枚数で勝者を決する。体重差が 10kg 無

い場合は試割枚数の多い選手を勝者とする。体重差が

10kg 無く試割枚数が同数の場合は、再度延長戦を

行って決める。体重差が 10kg 以上有り、試割枚数が

同数、または軽い選手が多く割っている場合、軽い選

手を勝者とする。体重差が 10kg 以上有り、重い選手

が多く割っている場合は、再度延長戦を行って決める。

①試割の材料は、33cm×21cm、厚さ 2.4cm（13

インチ ×8 インチ、0.9 インチ）の杉板を使用する。

材質は国際空手道連盟の規格に合致したもので、審判

員、審議員の検査を通ったものとする。 

②割った枚数によって点数を競うが同枚数の場合は、

体重の軽い選手を優位とする。その際の有効体重差は

原則として10kg とする。 

③選手は、正挙・足刀・猿臂・手刀の 4 種類の技で試

割を行い、その合計点を得点とする。 

④選手は、試割の枚数について、規定枚数（3 枚）以

上であれば何枚でも指定できる。 

⑤指定した枚数が 1 回の試技で完全に割れない場合は

「失敗」とし、得点にならない。

⑥「失敗」した場合は、再度試みることができるが、こ

の場合は規定枚数の 3 枚とする。 

⑦再度試みた試割に失敗した場合は、得点を 0 とする。 

⑧試割は、固定したブロックを台として所定の位置で行

う。ブロックの台は、審判員・審議員の許可がない限

り動かすことはできない。

⑨選手は試割に当たって、ブロックの台、板にはいっ

さい触れてはならない。ただし、間合いを計ること、

板の上に審判員、審議員の検査を受けた薄い布（手拭、

タオル等）を敷くことはできる。また、足刀の際にブロッ

クに足を掛けて試技を行うことができる。 

⑩試割は、審判員の指示で行う。制限時間は 2 分とし、

それを超えると失敗とみなす。 

【女子の体重・試割規定】 

準決勝以降の試合において延長戦を２回繰り返しても

判定がつかない場合、両選手は直ちに体重測定と試割

を行い体重差と試割枚数で勝敗を決する。選手は任意

の枚数（２枚以上）を１回のみ申告することができる。

制限時間内（２分以内）に枚数を決め設置を完了させ

る。挑戦する枚数にかかわらず一枚でも割れない板が

あった場合は「失敗」となり、記録は「０枚」となる。

体重差が５ kg 無い場合は試割り枚数の多い選手を勝

者とする。体重差が 5kg 無く試割枚数が同数の場合

は再度延長戦を行って決める。体重差が５ kg 以上有

り、試割枚数が同数、または軽い選手が多く割ってい

る場合、軽い選手を勝者とする。体重差が５ kg 以上

有り、重い選手が多く割っている場合は、再度延長戦

を行って決める。

［試技順］ 準決勝①手刀 三位決定戦・決勝戦①猿臂

【判定】

12．一本勝ちで決まらない場合は判定で決定する。 

13．判定は主審 1 名、副審 4 名のうち、3 名以上の

支持を有効とする。 

14. 判定基準は両選手の試合の流れを把握し、以下

の基準を元に判定を下す。 

①ダメージ：どちらがより相手にダメージを与えたか。 

②有効打・防御技術：どちらがより有効な技を相手に

当てたか。どちらが防御技術を用いて相手の攻撃を防

ぎ、自分の攻撃に結びつけていたか。ダメージが無い

としても相手の技に反応せず不用意に受けるのは、試

合判定のマイナス要因となる。

③積極性・試合態度：どちらが正確な技で積極的に攻

め主導権を握っていたか。どちらが武道精神に則り相

手を尊重して正々堂々とした試合態度であったか。 

15．減点1を与えられた選手が「技有り」を取った場合、

判定に於いて「減点 1」と「技有り」は相殺され、そ

れ以外の内容で判定される。 減点 1＝技有り 16．相

手選手の反則負け、失格、棄権による勝ち。 【延長戦】 

17．判定で主審 1 名、副審 4 名のうち、3 名以上の

支持がない場合は、引き分けとし、延長戦を行う。

【反則】 
19．次の場合は、反則とする。
①顔面殴打：手、肘による顔面および首への攻撃。手
先が触れても反則となる場合がある。 ただし、手で顔
面を牽制することはかまわない。
②金的への攻撃。
③頭突きによる攻撃。
④倒れた相手への直接攻撃。第 6 条、第 7 条、第 8
条の場合を除く。
⑤背骨への攻撃：背骨（脊椎）への直接攻撃。
⑥ 掛け：相手選手の首から上、及び胴体へ手掛けし
た場合。
⑦掴み：相手選手の道着、手足を掴んだ場合。ただし、
相手選手の足払い（足掛け下段突き、中段蹴りを捌い
ての足払いなど）に対する防御のために道着を掴むこ
とは反則とせず、口頭での指導にとどめる。（これら
のケースは両者が掴んでいる場合が多く、特に掴みの
反則を狙って仕掛ける相手の足払いに対する自衛的掴
みについては反則を取らない）
⑧抱え込み：相手選手の足や身体を抱えた場合。ただ
し、相手選手の足払い（足掛け下段突き、中段蹴りを
捌いての足払いなど）に対する防御のために相手選手
を抱えることは反則とせず、口頭での指導にとどめる。
その際に首から上を抱え込むことは反則。また、双方
共に相手選手を抱えたまま床に叩きつけてはならな
い。
⑨投げ：相手選手を投げた場合。
⑩顔面、首への押し：首から上への押し。
⑪連続しての押し：相手選手を連続して押した場合。
⑫抑え：相手選手を抑えた場合。
⑬密着：腕や胸を合わせて密着した場合。
⑭膠着：腕を合わせて、技術的な展開が 3 ～５秒見ら
れない膠着状態を繰り返した場合。
⑮消極性：明らかに消極的な態度で試合をした場合。
⑯掛け逃げ：技の掛け逃げを再三繰り返した場合。
⑰場外：自分から場外へ両足が出た場合、及び戦意を
なくして場外に出た場合は反則（注意１）とする。た
だし、攻防中に場外に出た場合は反則を取らない。
⑱主審の「止め」が掛かった後の攻撃。
⑲関節への攻撃：中足・足刀・カカトによる正面から
膝関節への攻撃。
⑳不十分な礼：正しく立礼をしない場合。
㉑着衣の乱れ：着衣が著しく乱れたまま試合を続けた
場合。帯がほどけて床に落ちた場合。 
㉒審判がとくに反則とみなした場合。 

㉓偽装：以下の場合、武道精神に悖る（もとる）行為
として、注意・減点となる場合がある。 ・相手の反則を
装った場合（例：顔面殴打や金的への攻撃を受けたと
装う） ・負傷を誇張した場合 ・自ら顔面殴打や金的攻
撃などを誘発した場合 ※押し：瞬間的な単発の押しを
認める。 ※捌き：腕・足への瞬間的な捌きを認める。
ただし、捻り・投げは反則。 ※押し・捌き・足掛けの
複合技：押し・捌き・足掛けを同時に使うことが認め
られる。 
20．反則には、悪質な場合を除き 1 度目で「注意
1」、2 度目が「注意 2」、3 度目が「減点 1」となり、
4 度目が「減点 2」で反則負けとなる。 ※反則により
相手選手が負傷し、直ちに試合続行が不可能で回復時
間が必要となり、審判長がその反則が重大なものと判
断した場合は、反則をした選手に２つ分の注意が与え
られる。 
【減点】
21．次の場合は 1 度目でも減点 1 となる場合がある。 
① 悪質な反則を行った場合。
② 審判の判断により、悪質な試合態度とみなされた場
合。 
【反則負け】 
22．次の場合は、反則負けとする。
①減点 2となった場合。減点 2= 反則負け。 
②反則により相手選手が負傷し、大会医師が試合続行
不可能と判断し、審判長が認めた場合。 
【失格】
23．次の場合は失格となり、審判長の判断で順位が
剥奪される場合がある。
①試合中、審判員の指示に従わない場合。
②粗暴な振る舞い、とくに悪質な反則、とくに悪質な
試合態度とみなされた場合。
③出場申し込み時に申告した体重と当日の体重に
10kg 以上の相違があった場合。
④出場時刻に遅れたり、出場しない場合。
⑤主催者が定めた服装、防具の規定に反している場合。 
【試合放棄】
24．正当な理由なくして試合を放棄したときは、弁償
金を支払わなければならない。ただし、下記の場合は
例外とする。 
①大会医師または医事委員の診察を受け、試合続行不
可能となった場合。 
② 大会直前または大会中に、本人に関係する不慮の事
故（家族の不幸など）が発生し、審判長が協議の上、
退場を許可した場合。 

※1. 体重判定有効差 / 男子 10㎏ / 女子 5㎏

予 選 ベスト32～（参加人数32名以内の場合ベスト16～）

本選 延長

・一般 女子 2分 2分
(体重判定※1)

本選 延長 再延長
2分

(マスト)

再延長
2分

(体重 / 試割判定※2)

再延長
2分

(体重 / 試割判定※2)2分3分

予 選 準決勝（ベスト4より）

※2. 体重、試割判定（有効差5㎏）
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